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１
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昨
年
は
１
０
月
に
開
催
さ
れ
た
地
域
連
絡
協
議
会
が
、
２
月
に
延
期
さ
れ
て

開
催
さ
れ
た
。
大
淀
町
の
コ
ン
ビ
ニ
で
弁
当
を
食
べ
て
蔵
王
堂
西
側
の
駐
車
場

に
向
か
う
。
蔵
王
堂
の
消
火
設
備
工
事
は
終
わ
っ
て
元
の
姿
に
戻
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

雨
の
蔵
王
堂 

 
 
 
 

 

会
場
入
り
口 

 
 

 
 
 

 
 

開
会
前 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
着
く
と
、
そ
ろ
そ
ろ
人
が
集
ま
り
だ
し
て
い
た
。 

予
定
時
刻
の
午
後
１
時
半
か
ら
奈
良
県
の
担
当
者
の
司
会
で
金
峯
山
寺
の
五

條
官
領
の
挨
拶
で
開
会
し
た
。 

今
回
は
関
係
す
る
市
町
村
全
て
（
五
條
市
、
吉
野
町
、
天
川
村
、
黒
滝
村
、
川

上
村
、
上
北
山
村
、
下
北
山
村
、
十
津
川
村
）
の
担
当
者
が
出
席
、
青
岸
渡
寺

の
高
木
副
住
職
も
出
席
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

金
峯
山
寺
の
五
條
官
領 

 
 

文
化
庁
の
鈴
木
氏 

 
 

 
 

 

関
係
市
町
村
代
表 

 

文
化
庁
の
鈴
木
地
平
氏
「
世
界
遺
産
に
係
る
最
近
の
動
向
」
の
講
演
と
、
同

じ
く
文
化
庁
の
田
中
祐
樹
、
乾
真
穂
氏
か
ら
「
佐
渡
銀
山
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
」
と
「
文
化
庁
の
補
助
金
事
業
」
に
つ
い
て
の
お
話
し
が
あ
っ
た
。 

休
憩
を
挟
ん
で
大
峰
奥
駈
道
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
度
ま
で
の
補
修

や
道
標
設
置
な
ど
の
実
績
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
各
自
治
体
、
団
体
か
ら
の
報

告
が
あ
っ
た
。
当
ぐ
る
ー
ぷ
か
ら
は
釈
迦
ヶ
岳
の
釈
迦
如
来
像
輪
光
修
理
、
三

重
の
滝
歩
道
の
階
段
手
摺
交
換
、
深
仙
宿
避
難
小
屋
の
窓
ガ
ラ
ス
交
換
の
報
告

を
行
っ
た
。 

 
金
峯
山
寺
の
田
中
岳
良
氏
か
ら
「
五
鈷
峰
の
崩
落
個
所
が
年
を
追
う
ご
と
に

ひ
ど
く
な
っ
て
通
行
に
危
険
が
生
じ
て
い
る
。
以
前
に
も
指
摘
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
」
と
の
質
問
が
あ
り
、
実
際
に
歩
い
て
よ
く

知
っ
て
い
る
人
か
ら
は
同
調
の
声
が
上
が
っ
た
。 



 
五
條
市
の
担
当
者
か
ら
は
「
現
場
は
遠
い
の
で
、
い
ま
だ
現
状
確
認
が
出
来

て
い
な
い
」
と
の
答
え
が
あ
り
、
奈
良
県
や
文
化
庁
と
調
整
の
上
対
応
し
た
い

と
の
事
だ
っ
た
。 

今
年
は
参
加
者
が
多
く
、
予
定
終
了
時
刻
を
３
０
分
ほ
ど
過
ぎ
て
閉
会
し
た
。 

 

閉
会
後
に
奈
良
新
聞
や
宗
教
専
門
紙
か
ら
取
材
を
受
け
、
環
境
省
の
国
立
公

園
管
理
官
や
森
林
管
理
事
務
所
の
下
北
駐
在
官
等
と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。 

（
記
；
梶
野
） 
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